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【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

2

（２）論文

1 共著
医療と福祉   51(１) 43-
52     (査読有り)

梅崎薫，橋本美幸，
佃志津子

2017年8月

2

（３）学会発表

1

2

（４）その他

1

2

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

2

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 201７,4～８

2 201７,10～201８,2

3 201７,10～201８,２

4 201７,10

（２）演習

1 2017,4～8

2 2017,10～2018,2

3 2017,10～2018,2

4 2017,4～8

5 2017,10～2018,2

（３）実習

1 2017,4～11

ソーシャルワーク演習Ⅲ
グループワークについて、基本的な視点からグループプロセスの学習、模擬
的なグループワークの演習を行う。

社会福祉専門演習Ⅱ
保健医療分野のソーシャルワークについて、事例検討やロールプレイ、グ
ループ学習、患者・家族との対話へ場への参加等により多角的な視点を培
う。

社会福祉専門演習Ⅲ 事例検討、グループ学習、病院訪問の事前・事後学習、メディカル・カフェの
運営等を通じて、患者・家族支援の実践的な学びを深めるとともに、専門職
としての準備性を獲得する。社会福祉専門演習Ⅳ

医療ソーシャルワーク論 アクティブラーニングにより、医療ソーシャルワークの実践的な視点を培う。

ソーシャルワーク演習Ⅱ 医療における支援をテーマに、グループワーク、ロールプレイを行う。

医療福祉論 医療を社会との繋がりの中で捉える視点を培う。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

リハビリテーション看護
リハビリテーション領域におけるソーシャルワークと多職種連携について講
義と演習を行う。

精神科ソーシャルワーク論Ⅳ

ソーシャルワーク実習Ⅱ 医療機関、地域包括支援センターにおける実習を担当。

該当なし

該当なし

医療福祉　医療心理　医療ソーシャルワーク

修士（カウンセリング）

2010年筑波大学大学院人間総合科学研究科博士前期課程修了　2015年筑波大学大学院人間総合科学研究科博士後期課程

1998年～2011年市川市保健医療福祉センター市川市リハビリテーション病院、2013年～2016年神奈川県立病院機構（神奈川県立
こども医療センター、神奈川県立がんセンター）、2016年4月～埼玉県立大学保健医療福祉学部社会福祉子ども学科准教授

日本保健医療社会学会、日本カウンセリング学会、日本老年行動科学会、日本ソーシャルワーク学会、日本社会福祉学会、日本
医療社会事業協会、日本精神保健福祉協会、日本発達心理学会、等

研究名、研究代表者・研究分担者の別

ソーシャルワーク・スーパービジョンにおける共
感ストレス・共感満足自己テストの活用に関す
る一考察―震災後の東北三県における社会
福祉士・精神保健福祉士に対する調査結果か
ら―

該当なし

三井生命保険株式会社パンフレット監修
（障害認定）

アクティブラーニングにより、精神科領域におけるソーシャルワークや人間
理解の視点を培う。

競争的資金等の名称



2 2017,４～8

3 2017,10～11

4 2017,6～10

5 2017,10～2018,3

（４）論文指導

1 2017,4～2017,12

2

（５）その他

1 2017,7,19

2 2017,8,6

3 2017,11,22

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1 自主企画 2017年4月16日

2
がん哲学外来
ナース部会

2017年6月10日

3 埼玉県立大学 2017年7月15日

4 千葉看護学会 2017年9月9日

5 埼玉県立大学 2017年10月28日

6 自主企画 2017年12月17日

7
宮崎県医療ソー
シャルワーカー協
会

2018年3月9日

8
埼玉県立草加東
高等学校

2018年3月19日

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1
2017年4月～2019年3
月

2
2017年4月～2019年3
月

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

4

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

1

2

3

筑波大学カウンセリングコースキャリアプロジェクト　人材育成グループ（2016年8月～）

筑波大学「教育相談研究」査読

社会福祉子ども学科　国家試験支援委員

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 医療機関、地位包括支援センターにおける実習の事前指導。

ソーシャルワーク実習指導Ⅳ 医療機関、地域包括支援センターにおける実習の事後指導。

シンポジウム「病気は人生の夏休み」
がん患者・家族支援のシンポジウムに参加し、パネリ
ストとして発言した。

オープンキャンパス模擬講義「医療の場で
人を支えること」

オープンキャンパスの来学者に対し、模擬講義を行った。

IPW実習 特別養護老人ホームにおけるIPW実習を担当。

共生社会実習Ⅱ
医療機関における共生社会実習の希望者に対し、実習先の調整と実習前
後の指導を実施した。

卒業研究指導 学部生3名に指導。

八潮市 八潮市  地域福祉計画推進委員会委員

ハラスメント防止対策委員会　相談員

該当なし

該当なし

公立大学協会大学評価 社会福祉学部系部会　担当委員

該当なし

保育士審査委員

がん患者・家族、保健医療福祉関係者、地域住民を
対象とした講演会と交流会において、講演を行った。

社会福祉士実習指導者講習会

千葉看護学会交流会

IPW総合過程

公益社団法人埼玉県社会福祉士会 倫理委員会委員

がん哲学外来メディカル・カフェ in spu
「こころの絆創膏～心の手当てと対話～」

宮崎県医療ソーシャルワーカー協会  ソー
シャルワーク・スキルアップ研修会

がん教育～共に生きる社会を目指して～

国家試験対策講座 「国家試験に向けて」
社会福祉子ども学科4年次生に対し,国家試験受験に向けての特別講義を
行った。

国家試験対策講座 「社会保障と保健医
療サービス」

社会福祉子ども学科4年次生に対し,国家試験受験に向けての特別講義を
行った。

実習スーパービジョン論Ⅰ・Ⅱの演習を行った。

「対象理解」をテーマに発言し、医師・看護師らと意見
交換を行った。

「退院支援と多職種連携」をテーマに講義を行った。

がん患者・家族、保健医療福祉関係者、地域住民を
対象とした講演会と交流会において、講演を行った。

医療ソーシャルワーカーの研修会において、「レジリ
エンス～strength，emotional Intelligence，　meaning
～」をテーマに講義と演習を行った。

高校2年生・3年生を対象とした保健講話で、がん教
育をテーマとした講演を行った。

がん哲学外来メディカル・カフェ in spu
「こころの力を支える対話」

千葉県医療ソーシャルワーカー協会オンコロジーソーシャルワーク研究会(2010年～）


